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令和６年度における行政ＤＸの取組概要について 

～デジタル田園都市国家構想交付金を活用した行政ＤＸの推進～ 

１ 趣   旨 

市では、これまで国のデジタル田園都市国家構想に呼応し、ＤＸ（デジタルトランスフォー

メーション）を推進するため、外部の専門人材である「大船渡市デジタル推進アドバイザー」

の設置や、庁内横断の「大船渡市デジタル創生研究プロジェクト・チーム」（以下「プロジェク

ト・チーム」という。）による研究など、様々な取組を展開してきました。 

先に策定した「令和６年度大船渡市行政経営方針」の横断的な重点施策として、『デジタル化

の推進』を位置付け、“デジタルの力”を活用したＤ＋（デジタルプラス）による取組を推進す

ることとしています。 

このほど、二つの事業について、国のデジタル田園都市国家構想交付金（以下「デジ田交付

金」という。）の交付決定を受けたことから、今後、詳細を調整の上、令和６年度中の実装を目

指した取組により、行政ＤＸの一層の推進を図ります。 

 

※ デジ田交付金：「デジタル田園都市国家構想」の実現に向けて、意欲的にデジタル実装に取り組む地方

公共団体を国が支援するもの。ＴＹＰＥ１、２、３、Ｓなどの種類があり、当市で採択を受けたＴＹＰ

Ｅ１は、「デジタルを活用した地域の課題解決や魅力向上の実現に向けて、他の地域等ですでに確立され

ているモデル等を活用したサービスを地域・暮らしに実装する取組を支援」するもの。 

２ デジ田交付金の交付決定を受けた事業 

事業名 概算事業費 摘 要 

おおふなと版窓口ＤＸ

（行かない窓口） 

50,977 千円 

（交付金対象額 33,094 千円） 

うち交付金見込額 16,547 千円 

プロジェクト・チームの研究成果

を基に、肉付けしたもの。 

大船渡市入札関連業務

デジタル化事業 

11,533 千円 

（交付金対象額 11,533 千円） 

うち交付金見込額 5,766 千円 

 

３ 「おおふなと版窓口ＤＸ（行かない窓口）」の事業概要 

当市では、総合的な窓口改革に全庁的に取り組んでおり、その第１弾として令和５年度に「書

かない×ワンストップ窓口」を導入し、利用者目線に立った窓口の実現を目指しています。 

第２弾として、オンラインで手続を完結する「行かない窓口」を目指すため、ＬＩＮＥを入

口としてその機能拡充を図るとともに、市ホームページと市公共施設予約システムをリニュー

アルし、それぞれの機能連携を図ることにより、利便性の向上を促進します。 
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▼デジ田交付金申請資料抜粋▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

↓交付金対象事業費 
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４ 「大船渡市入札関連業務デジタル化事業」の事業概要 

国・県などにおける入札関連業務のデジタル化が進む中、当市では入札参加資格申請や入札

会など、全て紙ベースで行っていることから、事業者が市役所に来庁した上で手続きを行う必

要があるなど、時間的・人為的コスト等が大きな負担となっていました。 

こうした課題を解決するため、電子入札システム・入札参加資格申請受付システムを導入し、

デジタル化を図ることにより、事業者・市双方の負担を軽減し、業務の効率化を図ろうとする

ものです。 

▼デジ田交付金申請資料抜粋▼ 
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５ 参考／デジ田交付金（デジタル実装タイプ ＴＹＰＥ１）の採択結果 

デジ田交付金（デジタル実装タイプ ＴＹＰＥ１）は、全国で 2,401 件、約 244.8 億円、1,147

団体が採択されています。 

このうち、岩手県では、47 件、24 団体が採択されています（前年度：39 件、16 団体）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前年度：1,686 件 

※前年度：228.0 億円 

※前年度：846 団体 


